
工事名称 　三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）

工事場所 　三原市円一町二丁目

工事内容 　本工事は、三原リージョンプラザの長寿命化改修に伴い、舞台機構設備の改修工事を行う。

【工事概要】

　　舞台機構設備改修工事

準　　則 公共建築工事標準仕様書(建築工事編・電気設備工事編・機械設備工事編)、公共建築改修工事標準仕様書(建築工事

編・電気設備工事編・機械設備工事編)、建築物解体工事共通仕様書 （各 令和７年版　国土交通省官房官庁営繕部

監修）に基づき施工する。

別途発注工事

・三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（建築主体工事）

・三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（電気設備工事）

・三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（空調換気設備工事）

・三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（給排水衛生設備工事）

支払条件等 　前払金及び中間前金払・部分払等の支払について、令和8年度は契約金額の10分の4以内の額とする。

関係法令等 本工事については、次の関係法令その他の規定等に基づき施工すること。

・建築基準法、同施行令、同施行規則

・消防法、同施行令

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律、同法施行令、同法施行規則

・労働安全衛生法、同法施行令、同法施行規則

・建設業法、同施行令、同施行規則

・建設工事公衆災害防止対策要綱

・石綿障害予防規則

・大気汚染防止法、振動規制法及び土壌汚染対策法

・建設工事に係る再資源化等に関する法律、同法施行令

・その他関係法令

疑義変更 　本設計図書は、設計の大要を示すものであり、詳細部等について技術的必要事項は明記なくとも完全に施工する

こと。

　別途工事の設計図書について、取り合いなどの整合を確認すること。

　施工に際して疑義が生じた場合、または軽微な変更を必要とする場合には、速やかに監理者と協議後、監督員の

指示により施工すること。ただし、これらに於いて請負金額の増減はなきものとする。

提出書類 　施工に先立ち、工事工程表、仮設計画図及び監督員の指示する書類を提出し、監督員の承認を受けること。

　商品名及び製造者名が記載された材料については、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使用する

場合は、監督員の承諾を受けること。

　設計図書に定める品質及び性能を有することについて、証明となる資料を提出して監督員の承諾を受けること。

工　　期 　本工事は請負契約締結の後、令和9年8月30日をもって工期とする。

　このうち検査期間として13日間を見込んでいる。

工　事　仕　様　書



留意事項 ・入札に先立ち、現地調査を十分に行うこと。質疑がある場合は入札前に確認すること。

・図面について、設計者からの設計意図等の説明が必要な場合は申し出ること。

・図面に明示されていない事項であっても、工事上必要とされる事は工事範囲とする。

・作業日は、原則、月曜日から金曜日とし、土曜日及び日曜日は休工日とすること。

・行政機関の休日に関する法律（昭和63年法律第91号）に定める行政機関の休日に工事の施工を行わない。ただし、

　あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りではない。

・本工事は「発注者指定型」による週休２日適用工事等の対象工事であり、実施にあたっては「三原市週休２日適用

　工事等実施要領（建築工事）」に基づき実施するものとする。

・工事着手前までに「週休２日適用工事」または「週休２日交代制適用工事」に取り組むことを工事打合せ簿にて提

　出すること。

・「週休２日適用工事」または「週休２日交代制適用工事」である旨を工事現場に設置すること。

・月単位の週休２日を達成できなくなった場合は、その達成状況に応じて労務費の補正額を減額する。

・当該施設の営業及び運営等への支障を最小限にするため、工事工程及び作業手順等は最大限の配慮をすること。

・当該施工箇所の休館期間は、令和9年4月1日から同年7月31日（4ヶ月）を予定しており、その期間内に集中的に

　すべての工事を行うものとする。居ながら工事を行う場合は、事前に施設管理者及び監督員へ説明を行い、承諾

　を得ること。

・デジタル化を積極的に推進すること。

・生成AIを積極的に活用して工事を進めること。提出書類については、必ず生成AIによるチェックを行った上で提

　出すること。

・紙資料の削減を目的として、電子機器の利用を主とすること。

・定例会の資料は、電子データとすること。

・受注者は各定例会の前日までに必要な資料を所定の場所に提出すること。

・工事の詳細については、事前に施設管理者へ説明を行い、承諾を得ること。

・着手にあたり、工事着手前の周辺道路や近隣敷地の状況を写真等により記録しておくこと。

・近隣住民等の安全はもとより、丁寧な説明と施工により、関係者の理解と協力を得ながら実施すること。苦情等

　が発生した場合には誠意をもってこれに対応すること。

・近隣において、その他の工事が行われている場合は、取り合い工事及び工程等の調整を行うこと。

・近隣住民等への支障を最小限とするため、騒音・振動・粉塵等の対策については最大限配慮した施工方法を採用

　すること。

・使用する建設機械については、原則、「低騒音型、低振動型建設機械」として国土交通省の指定を受けた機械を

　選定して使用すること。これが確認できる資料を施工計画書で示すこと。なお、事情により使用が難しい場合は

　監督員との協議を行うこと。

・解体工事・アンカー工事等の騒音・振動・粉じん等の発生が予想される工種については、施工時間及び施工方法

　等を最大限配慮した計画により作業を行うこと。

・粉塵の発生が予想される工事は、確実に散水を行う等して、周辺環境への粉塵飛散がないように作業をすること。

・施工箇所周囲の備品・機器等については、粉塵対策として養生及び清掃等を確実に行うこと。養生や移動を行う

　場合は、事前に施設管理者に連絡すること。

・近隣家屋・敷地または周辺道路に対して、工事による汚れ・損傷・粉じん等を与えた場合は、受注者が責任をも

　って、速やかに清掃及び補修等を行うこと。誠意をもって対応し、原状復旧に努めること。

・周辺道路の保全及び清掃については常に注意を払って監視をし、定期的に清掃を行うこと。

・第三者災害防止及び飛散防止対策のために、必要に応じて監督員が指示する範囲にバリケード等を設置すること。

・工事車両の通行については、近隣住民及び通学児童等の安全を最優先すること。

・工事車両は、幅員の広い道路の通行を基本とし、住宅地内などの狭い道を抜け道として使用しないこと。工事車

　両の周辺の通行経路については、工事着手前に発注者の了承を得ること。

・工事車両は、場内を5ｋｍ/ｈ以下で徐行すること。

・工事区域内の残置する設備配管・配線等については、事前に位置を確認してから作業を行うこと。事前調査記録

　を作成すること。

・受注者事務所、休憩所及び便所等は関係法令に従って設けること。

・図面等に示されている仮設等についても、必ず受注者で安全性や施工性等を検証すること。受注者が責任をもっ

　て施工すること。

・台風や豪雨など自然災害の発生が予測される場合は、必要な対策を施すこと。また、現場巡視と災害防止対策を

　必要に応じて行うこと。

・工事に係る電気、水道及び下水道料金等は受注者の負担とする。

・工事の要求に必要な仮設は、工事に含むものとする。

・設備機器の固定については、「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」の基準に基づいて検討し、監督員と



　協議の上、施工すること。

・工事に伴う官公庁等への手続きは、受注者により遅滞なく行うこと。この時、各種申請手数料等が発生した場合

　は受注者の負担とする。

・施工にあたり、既設天井及び壁面等を加工する必要が生じる場合は、監督員と協議の上、石綿含有建材の調査を

　実施すること。

・石綿含有建材の調査（書面及び目視調査、検体採取を含む）について、工事着手前までに一般建築物石綿含有建

　材調査者、又は特定建築物石綿含有建材調査者が行うこと。

・工事着手前までに石綿含有建材の事前調査結果を書面にまとめて発注者に対し説明を行い、労働基準監督署及び

　広島県東部厚生環境事務所環境管理課に報告すること。

・その他石綿の飛散防止等については、改正大気汚染防止法及び施行令（令和3年4月1日施行）に基づくこと。

・作業員に対して、新規入場者教育時に石綿含有建材の位置を確認させること。

・石綿則に基づく事前調査のアスベスト分析マニュアル(最新版)に基づくこと。

・工程計画、取り合い工事及び工事用車両の出入り等については、当該別途契約の工事関係者と互いに協力し合い、

　相互の工事を考慮した上で十分調整し、工事の円滑な施工に務めること。

・品質について、社内検査員(当該工事に従事していない者)を定め、設計図書に基づき社内検査を実施し、書類等

　の記録に残すこと。

・本工事の外注資材、労務等の調達については、極力、三原市内に主たる営業所を有する業者に発注すること。困

　難な場合は、あらかじめ理由を添えて発注者の承認を受けること。

・熱中症対策として、従業員及び作業員が必要に応じて水分を補給できるよう作業所に給水設備を設置すること。

・広島県工事中情報共有システムを利用すること。なお、本工事にシステム利用料金を見込む。

・工事書類については、工事中情報共有システムの決裁データ等を整理して、CD-R又はDVD-Rにて提出すること。

・書面での提出が必要なもの（完成図書、建退共の掛金収納書、試験結果、保証書 等）については、PDFを工事中

　情報共有システムで提出し、別に書面提出ファイルとしてまとめて提出すること。

・工事完了後、完成図として製本図面（二つ折り・A2版）を1部、及び縮小図面（二つ折り・A4版）を4部提出する

　こと。

・以下の設計図面は、A1判をA3判に縮小している。（縮小率約50.0％）



図　面　名番　号 番　号 図　面　名

Ｓ－０１

Ａ１－Ｎ．Ｓ

Ａ３－Ｎ．Ｓ

Ｓ

年月日 整理番号 工事名 図面番号

株式会社 近代設計コンサルタント
照　　査 設　　計 担　　当 図面名 ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録第２７７９７８号
広島市中区国泰寺町１－８－３０ （ＳＨビル）

ＴＥＬ　０８２－２４３－５５５５（代表） 小　瀧　宏　治

三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）

Ｓ－０２

Ｓ－０３

Ｓ－０４

Ｓ－０５

Ｓ－０６

００

三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）

（舞台機構設備工事）

Ｓ－０７

Ｓ－０８

Ｓ－０９

表紙・図面リスト

舞台機構設備　特記仕様書

１階平面図

２階平面図

３階平面図

附近見取図・配置図

舞台機構設備　吊物リスト

舞台機構設備　平面図

舞台機構設備　断面図

舞台機構設備　ブドウ棚機器配置図

舞台機構設備　綱元ガイドレール図

舞台機構設備　制御盤・操作盤　姿図

Ｓ－１０

Ｓ－１１



年月日 整理番号 工事名 図面番号

株式会社 近代設計コンサルタント
照 査 設 計 図面名 ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録第277978号
広島市中区国泰寺町1－8－30 （ＳＨビル）

TEL　 082-243-5555（代表） 小　瀧　宏　治

担 当

Ｓ

０１Ａ1－Ｎ.Ｓ

Ａ3－Ｎ.Ｓ

三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）

　　.工事概要

　　仕様書

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目 項　　　目

三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）設計図

１．工事場所

２．建物概要

（（注）延べ面積は建築基準法による表記）
３．工事種目

2

　　　　　ホール　　　　　・舞台機構設備工事　一式　（吊物機構、諸幕、二次側電気を含む。）

建　物　名　称

三原リージョンプラザ RC造

構　造 階　　　　数

3階建（地下　 1階　　塔屋　  階） 13,132.88

（ｍ ）

延 べ 面 積 消防法施行令

別 表 第 一

16項 イ

備　　考

　　.工事仕様

１　共通仕様

　　・図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 公共建築工事標準仕様書

　　・適用範囲　　　本特記仕様書は、設計図及び標準仕様書に記載のない事項を記載するものである。各工事

    　(最新版）（以下｢標準仕様書｣という) による。

　　　　　　　　　　種目において、他の工事との関連ある事項は、各々該当記載事項を参照する。

　　・疑義　　　　　本工事の設計図書に関する疑義は、工事契約前に質疑応答書をもって確かめておくものと

　　　　　　　　　　する。

　　　　　　　　　　設計図書に記載なくとも、外観上、構造上、設備上、当然必要と認められるものは、監督員

　　　　　　　　　　の指示に従い、請負金額の範囲内において施工するものとする。

　　・優先順位　　　本工事の設計図書等の優先順位は下記による。
                              １．質疑応答書

                              ２．特記仕様書

                              ３．設計図

                              ５．公共規格及びこれに準ずる規格

                              ４．公共建築工事標準仕様書 最新版

２　適用基準等　　　指定のない引用基準は、下記及び関連する政令・告示ならびに、これらに引用する基準類による。

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

３　特記事項

   １）一般共通事項、舞台機構設備 特記仕様書による。

   ３）特記事項において選択する事項は、〇印の付いたものを適用する。

   ２）項目は番号に〇印の付いたものを適用する。

                          ・ 建築基準法、消防法、電波法

                          ・ 労働安全衛生法、電気用品安全法

                          ・ 公共建築工事標準仕様書（国土交通省　大臣官房官庁営繕部監修）
                          ・ 電気設備工事標準図（国土交通省　大臣官房官庁営繕部監修）

（１）一般共通事項

１ 機　材　等 　　１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書を含む。）に規定するもの又は、

　　２）化学物質を発散する建築材料等

　　　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの

　　　　これらと同等なものとする。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　　　　とし、次の（１）から（５）を満たすものとする。

　　（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー

　　　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを発散しな

　　　　　いか、発散が極めて少ないものとする。

　　（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少な

　　　　　いものとする。

　　（３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性

　　　　　の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、

　　　　　発散が極めて少ないものとする。

　　（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極め

　　　　　て少ないものとする。

　　（５）上記（１）、（３）及び（４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他

　　　　　の什器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　　なお、ホルムアルデヒドを発散しないものとは発散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの発

　　散が極めて少ないものとは発散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するも

　　のとするが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

　　また、「ホルムアルデヒドの発散量」は、次のとおりとする。

規　制　対　象　外

建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

JIS及びJASの F☆☆☆規格品

　　　ない塗料等使用

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散し

　　　ない塗料使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散し

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　 ない材料使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散し

　ｂ．接着剤等不使用

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

下記表示のあるJAS規格品

建築基準法施行令第２０条の５第４項による国土交通大臣認定品

JIS及びJASの F☆☆☆☆規格品

第　三　種

該当する建築材料ホルムアルデヒドの発散量

O 規格品旧JISのＥ

２　　機材の品質

　　　・性能証明

設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は、外部機関

（（社）公共建築協会他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

場合及びあらかじめ監督職員の承諾を受けた場合には、資料の提出を省略することができる。

３　　現場代理人 工事期間中は現場代理人をおくこと

常駐期間については監督員と協議のこと

代理人は専門技術の知識・経験を有すること

４

水・その他

本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に要する

監督員事務所５ 費用は請負者の負担とする。

・設けない　　・設ける

６ 工事用仮設物 すべて請負者の負担とする。

構内につくることが　　・できる　　・できない

足場、さん橋類７ ・別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

・本工事で設置とする。

・改修工事の場合は、改修標準仕様書第１編２．１．２によるほか下記による。

　　　　・内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）

　　　　・外部仮設足場等（※手すり先行足場　・　　　種）

８ 工 事 写 真

完成図等 ・既存完成図（CADデータ）の修正を行う。

営繕工事電子納品要領(最新版)によるほか、監督職員の指示による。

９ 発生材の処理 1)引渡しを要するもの

・有（　　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　　）

2)引渡しを要するもの以外

・構外搬出とし、搬出及びその処理費は別途とする。

3)特別管理産業廃棄物　　　　　　　　

・有（ＰＣＢ使用機器:   　   　　  　　　　　 　　　　　　　）

ＰＣＢ使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

4)再利用又は再資源化を図るもの　　　　　　　

・有（　　　　　　　　   　  　　  　　　　　 　　　　　　　）

・工事仕様書による。

１０ 耐震施工

1）設計用水平地震力

設計用水平地震力は機器の重量に、次に示す設計用水平震度を乗じたものとする。

設計用水平震度

<0.6>

(0.6)

0.4

<0.6>

(1.0)

0.6

<1.0>

(1.5)

1.0

<1.0>

(1.0)

0.6

<1.0>

(1.5)

1.0

<1.5>

(2.0)

1.5

<1.0>

(1.0)

0.6

<1.0>

(1.5)

1.0

<1.5>

(2.0)

1.5

1.0

(1.0)

<1.5>

1.5

(1.5)

<1.5>

2.0

(2.0)

<2.0>

１階天井～

　上層階の床

　　　　一般機器・水槽　　　  重要機器・水槽　　　　一般機器・水槽　　　  重要機器・水槽

　　耐震安全性の分類

・　一般の施設（乙類）・　特定の施設（甲類・乙類）

１階の床以下

　天井以上

上層階の

　　　　設置場所

   （注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

     　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。

　重要機器

・吊物機構電動機　・床機構装置　・制御、操作盤類

 上層階の定義は次による。

　 ６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建ての場合は上層３階、

 １３階以上の場合は上層４層とする。

2)設計用鉛直地震力

設計用鉛直地震力は設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

１１ 配線工事関連 ・制御盤の二次側以降の配線経路は、電線太さ、電線本数及び管径等は監督職員の承諾を受けて

　変更しても差し支えない。

・長さ１ｍ以上の入線しない電線管には、電線太さ 1.2mm 以上の被覆鉄線を挿入する。

１２ 金属製電線管の

塗装

下記の露出配管は塗装を行う。

施工図等の取扱い１３ 施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

１４ 養生その他 　　工事を施工するに当たり既設建物及び既設設備が損傷・汚損の恐れがある場合は、養生し十分注意し施工すること。

　　舞台面については、工事部外者が立ち入ることの出来ないように安全柵または注意表示を行うこと。

　　万一損傷・汚損した場合は、速やかに適切な処置をとると共に、監督職員に報告し指示がある場合は

　　これに従うこと。なお、これに要する費用は請負者の負担とする。

１５ 設備の確認 　　工事施工者は工事着手にあたり事前に現場調査を行うこと。設計図書とのくい違い及び工事範囲内に

　　記載されていない内容については、着手前にその内容について監督職員と協議を行うこと。

　　各設計図に記載する既設寸法等については、参考寸法であるため施工前に現場実測を行い、監督職員と

　　協議の上寸法等を決定すること。

　　工事目的物引渡し後１年以内に瑕疵がある場合は、請負者の負担にて速やかに補修するものとする。１６ 瑕疵担保

１７ 溶接作業等 　　現場において火花を発生する作業がある場合は、監督職員に報告すること。

　　作業は周辺の養生を行い、安全を確認した上で行うこと。

　  工事完成に先立ち試運転を行う。試運転１８

（２）舞台機構設備

　　　工事特記仕様 　・ 機器の性能は図面に記載ない場合は以下による。

　　１. 電動機

　　　起動・停止制御等は図面により、特記なき電動機は３相交流誘導電動機の直入始動とする。

　　　容量のものを選定する。

　　　機構の用途、荷重、昇降（移動）速度、起動停止制御、速度、制御、周囲環境等に適した形式、

　　２. 減速機

　　　荷重、減速比、使用時の回転数、効率、逆転効率等の適したものを選定する。

　　３. ブレーキ

　　ブレーキは動作中の装置を適切な減速状態で制動する制動力と、静止状態を保つために要する制止力の

　　　１．５倍以上の制止力を備える。ブレーキの保持はスプリングによるなど、動力を必要

　　　としない方式とし、電動機の起動停止と連携動作する。

　　４. 巻取ドラム

　　　巻取ドラムの直径 （ピッチ径） は使用するワイヤーロープのロープ径の３０倍以上とし、

　　　巻き取るワイヤーロープに適した溝加工をする。巻取ドラムの巻溝と巻き取るワイヤーロープとの

　　　なす角度は４度以下とする。

　　５. トラクションシーブ

　　　索溝は使用するワイヤロープに適した形状とし、直径は使用するワイヤロープの公称径またはロープ径の

　　　30倍以上とする。

　　６. 機　械　台

　　　十分な強度の部材を組合せた上に、電動機・減速機・巻取ドラム等の駆動機器を精密に組立て複数のボルト、

　　　又はアンカボルトにて固定する。

　　７. 滑車類

　　　用途・荷重に適したものをボルト、又はクリップ金物により堅固に据え付ける。

　　　滑車のワイヤ溝とワイヤーロープとのなす角度（フリートアングル）は、２度以下とする。ワイヤ溝は使用する

　　　ワイヤーロープに適した加工をし、その直径（ピッチ径）は使用するワイヤーロープのロープ径の

　　　２５倍以上とする。但し、ワイヤー受け車等の荷重の支持を目的としないもの、及び安全上支障の

　　　ない用途の滑車ではこの限りではない。

　　８. バトン （吊物用パイプ）

　　　用途・荷重に応じてバトン形式・サイズを選定する。バトンには名称及び許容積載質量を表示する。

　　９. ワイヤーロープ

　　　ワイヤーロープはＪＩＳマーク表示品、またはこれと同等の製品とする。

　　　バトンその他の吊物機構機器等をワイヤーロープにより昇降または吊り下げる場合は、原則として

　　　２本以上のワイヤーロープを使用する。ワイヤーロープに加わる荷重は、定格積載の吊物機構静止時において、

　　　ＪＩＳ破断荷重の１／１０以下とする。ワイヤーロープとバトン、カウンターウェートその他の

　　　吊物機構機器等との接続は適切な取付金物等を用い、ワイヤーロープの端末はソケット止め・クリップ止め

　　　くさび止め・シンブル付スプライス止め・特殊ロック止め等の方法により端部を一本ごとに緊結する。

　　１０. 引綱ロープ（手動用引綱）

　　　引綱ロープに加わる荷重は定格積載の吊物機構静止時において、そのロープの引張強さの1/10以下とする。

　　１１. ロープロック（綱止め装置）

　　　引綱ロープを容易に確実に固定でき、ロープに加わる最大の荷重を安全に固定出来るよう堅固に据え付ける。

　　１２. カーテンレール

　　　用途、荷重に応じた形式・材質のレールを使用し、走行騒音が少なく幕の開閉が円滑に行える構造とする。

　　１３. 伝達軸

　　　所要トルク・回転数に応じた材料・寸法のものを機械加工し、適切な継手を用い継手近くで軸受けで固定する。

　　　振れ止め防止かつ必要な場合、軸の中間で軸受けにて固定する。防護カバーを設けない場合は、

　　　注意表示のための黄色塗装等を行う。

　　１４. リミットスイッチ、ファイナルスイッチ

　　　リミットスイッチは停止位置・減速開始位置・インターロックのための位置確認等の位置情報を、

　　　制御回路に入力するのに適切なスイッチとする。使用条件に応じプランジャ形・ローラレバー形等の

　　　リミットスイッチを、カム・けり金具及びフレーム本体等で動作させる。ファイナルスイッチは装置が

　　　許容される動作範囲の限度を超えた場合に備え、リミットスイッチの外側にファイナルスイッチを設ける。

　　　ファイナルスイッチが動作した場合は、制御回路又は装置の電源を遮断し強制停止させる。

　　　ファイナルスイッチ動作後、安全に停止得る許容動作範囲を設ける。

　　１５. 制御盤

　　　各装置の使用目的に応じた配線用遮断器・電磁接触器・補助継電器・端子台等を取付板に組立てる。

　　　操作盤（操作部）の操作に対応して、舞台機構を適切に起動停止し、速度等を制御する。

　　１６. 操作盤

　　　適切に操作できる場所に設置し、操作に必要な総ての押釦・表示灯等を組込み、配列・意匠・塗装色等は

　　　監督職員の承諾を受ける。

　　　幕地は見本品を提出し、監督員の承諾を受ける。幕地は防炎性能を有する材料を用いるか適切な防炎加工を施し、

　　　防炎マークを各幕裾（裏面）に貼り付け、防炎処理票を提出する。各幕上部には、吊り下げに必要な紐を、

　　　約３００ｍｍピッチに取付ける。但し、張込みスクリーン等ではハトメ加工による他、特殊な吊り込みを

　　　幕地の吊り込みにあたっては、ひだ、しわ、布目（織目）に留意して、吊り込みひもに荷重が集中しないように

　　　吊り込む。

舞台機構設備　特記仕様書

三原市円一町二丁目

設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　２０１４年版」により、耐震強度計

算書を監督職員に提出し、承諾を受けるものとする。なお設計用水平地震力、設計用鉛直

地震力は下記による。

　　１７. 幕地

ただし、ＪＩＳ（日本産業規格）に該当するものであることを示す表示のある機材を使用する

                          ・ 日本産業規格（JIS）
                          ・ JATET-M-5040-1　床機構安全指針・同解説  （劇場演出空間技術協会）
                          ・ JATET-M-6030-3　吊物機構安全指針・同解説

                          ・ 建築設備耐震設計・施工指針（日本建築センター）
                          ・ 懸垂物安全指針・同開設（日本建築センター）

工 事 用 電 力 ・ 　

・屋外　　　・屋内（   立ち下げ配管のみ塗装を行う　　　　　　　　　　　）

　　　要する幕地では、用途に適した吊り込みとする。
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凡例

工事対象建物を示す。

三原リージョンプラザ

工事場所

工　　事　　概　　要

延床面積

建築面積

敷地面積

容積率

建ぺい率

防火指定

用途地域

建物用途

規模構造

工事場所

工事名称

地下1階地上3階　RC・SRC造、一部鉄骨造

文化・体育館複合施設

商業地域

指定なし

90％

400％

13,048.50㎡

8,562.17㎡

13,132.88㎡

目丁一町一円

目丁二町一円

目丁三町一円

目丁三町港

三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）
Ｓ

＜文化部門＞

２階　舞台機構設備改修

０２

三原市円一町二丁目

三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）

三原市円一町二丁目
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身障者
ロッカー

給茶器
コ－ナ－

女子便所

廊下

ル－ム（男）

ル－ム（女）

情報展示ホ－ル

風除室

女子

迫り

１１
，４

００
５，
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０

１１
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１７

，１
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０
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０
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０
５，

７０
０

２，
８５

０
１１
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２，
８５

０

２，
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５
５，

６３
０
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５
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，９
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０
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０
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０
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０
５，
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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７０
０

５７
，０

００
３９

，９
００

３９
，９

００
１７

，１
００

３４
，２

００

Ｙ１７

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１４

Ｙ１３

Ｙ１２

Ｙ１１

Ｙ１０

Ｙ９

Ｙ８

Ｙ７

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ４

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ０

Ｙ１０´

５，７００ ５，７００ ５，７００ ５，７００ ５，７００ ５，７００ ５，７００ ５，７００ ５，７００ ５，７００ ５，７００ ５，７００ ５，７００ ５，７００ ５，７００ ５，７００ ５，７００５，７００６，０００

１２０，０００
Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９ Ｘ２０ Ｘ２１

控室

採暖

控室

倉庫

通路（Ａ）

ＨＷＣ

女子ロッカー室

男子ロッカー室ＤＳ

シャワー

器具庫

シャワー

フット
バス

フット
バス

ＷＣ ＷＣ

女子ロッカー室

男子ロッカー室

男子
便所

女子
便所

便所

便所

ゴミ

ＨＷＣ

エントランスホール

湯沸

機器室
送信

倉庫

スタジオ

サーバー

総合監視室

女子
便所

男子
便所

事務室

執務室

風除室

ホール

真北

年月日 整理番号 工事名 図面番号

株式会社 近代設計コンサルタント
照 査 設 計 担 当 図面名 ＳＣＡＬＥ

広島市中区国泰寺町1－ 8－ 30 （ＳＨビル）

TEL　 082-243-5555（代表） 小　瀧　宏　治

一級建築士　登録第277978号

Ａ3－50％縮小

Ａ1－1/200

事務室

通路（1）

事務室（2）

更衣室

倉庫

クラブ室

倉庫

計器盤

PS

給湯室

（2）

通路

事務室（3） 事務室（1） ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

UP 踏込

男子ﾄｲﾚ
女子ﾄｲﾚ

踏込

PS

主催者控室

展示ホール

荷解室

収蔵室

倉庫

シャワー室

シャワー室

エントランスホール

ＤＳ

指導員室

事務室

器具庫

給気

排気

マシンハッチ

換気機械室

ボンベ室

ハロンガス

1,900 5,000 4,500

ゴミ集積室 清掃員室 清掃員室
（女） （男）

清掃員室
US

通路

男子

ﾄｲﾚ ﾄｲﾚ
女子

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
ﾄｲﾚ

５，７００ ５，７００

廊下

女子ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ

掃除具入

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ
ﾄｲﾚ

事務室（4）

１階平面図
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三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）
Ｓ
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給気口

排気口

ランニンク゛ハ゛ルコニー

主体育館上部
プール上部

倉庫

ホール

和　室 和　室

第２研修室

クラブ室

第１研修室

女子
便所

女子
便所

ランニングバルコニー

Ｅ
Ｐ

Ｓ ＤＳ

ＤＳ

ピアノ庫

通路

ＤＳ

男子
便所

男子
便所

Ｓ
Ｐ Ｄ

前室

９６
，９

００

５，
７０

０

５，
７０

０
５，

７０
０

５，
７０

０
５，

７０
０

５，
７０

０
５，

７０
０

５，
７０

０
５，

７０
０

５，
７０

０
５，

７０
０

５，
７０

０
５，

７０
０

５，
７０

０
５，

７０
０

５，
７０

０
５，

７０
０

５７
，０

００
３９

，９
００

３９
，９

００
１７

，１
００

３４
，２

００

Ｙ１７

Ｙ１６

Ｙ１５

Ｙ１４

Ｙ１３

Ｙ１２

Ｙ１１

Ｙ１０

Ｙ９

Ｙ８

Ｙ７

Ｙ６

Ｙ５

Ｙ４

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

Ｙ０

Ｙ１０´
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１２０，０００
Ｘ０ Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８ Ｘ９ Ｘ１０ Ｘ１１ Ｘ１２ Ｘ１３ Ｘ１４ Ｘ１５ Ｘ１６ Ｘ１７ Ｘ１８ Ｘ１９ Ｘ２０ Ｘ２１

５，７００
５，７００

年月日 整理番号 工事名 図面番号

株式会社 近代設計コンサルタント
照 査 設 計 担 当 図面名 ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録第277978号
広島市中区国泰寺町1－ 8－ 30 （ＳＨビル）

TEL　 082-243-5555（代表） 小　瀧　宏　治

Ａ1－1/200

Ａ3－50％縮小

１１
，４

００
５，

７０
０

１１
，４

００
１７

，１
００

５，
７０

０
５，

７０
０

５，
７０

０
５，

７０
０

２，
８５

０
１１

，４
００

２，
８５

０

２，
８８

５
５，

６３
０

２，
８８

５

真北

1,900 5,000 4,500

倉庫 リハーサル室

軽運動室音楽室

相談室 事務室

　事務室

ホール

通路

主催者控室楽屋 器具庫

ホワイエホール客席舞台

副体育館上部

自
販
機
置
場

ホール

観覧席

ペデストリアンデッキ

レストラン

迫り

通路

ＤＳ

男子ﾄｲﾚ

女子ﾄｲﾚ

ﾄｲﾚ
ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

女子 男子

ﾄｲﾚ ﾄｲﾚ

男子
ﾄｲﾚ

女子
ﾄｲﾚ

湯沸

練習室A 練習室B 練習室C

和室

ロッカー室 ロッカー室
女子 男子

２階平面図
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凡例

改修部分を示す。

舞台機構設備改修（別図参照）

三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）
Ｓ
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プール屋根

南館　屋上

鑑的

矢取塚

換気機械室

ファン室２
ファン室３

換気ＤＳ

屋根

ファン室１

音響
調整室

倉庫

真北

分電盤室

年月日 整理番号 工事名 図面番号

株式会社 近代設計コンサルタント
照 査 設 計 担 当 図面名 ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録第277978号
広島市中区国泰寺町1－ 8－ 30 （ＳＨビル）

TEL　 082-243-5555（代表） 小　瀧　宏　治

Ａ1－1/200

Ａ3－50％縮小
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Ｙ１４
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Ｙ１２
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１１
，４
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５，

７０
０

１１
，４

００
１７

，１
００

５，
７０

０
５，
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０

５，
７０

０
５，
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０

２，
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８８

５
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５

1,900 5,000 4,500

ホール上部

的場矢道弓道場

射場

師範席

踏込
ＷＣ

倉庫

ＴＰ

屋外機置場

主体育館上部

上部ガラス屋根
ホワイエ上部

映写室

調光室

倉庫

５，７００ ５，７００

３階平面図
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凡例

改修部分を示す。

三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）
Ｓ
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舞台上部

舞台機構設備改修（別図参照）



○ 同等品に更新

撤去×

△ 既設流用

新規

該当なし

０．２　 ２０

手　動　昇　降・カウンターウエイト式

手　動　昇　降・カウンターウエイト式ホリゾント幕

備　　　考

２．２　

電　動　機 速　　度
方　　　　　　式

名　　　　　　　称

舞台機構設備改修リスト

ＮＯ

１

１８

１４

１３

４

３

２

１５

１６

２１

電　動　昇　降・トラクション式

３０

吊　パ　イ　プ ステージレール

φ６０．５ｘ１３、２００　φ４２．７ｘ１３、０００×２

φ２５．４ｘ１３、２００

Ｌ＝１２、４００

ワイヤー径 吊　数

６８

６

４ ６

１０ 　４

６

６

６

６

６

６ ６

φ４２．７ｘ１３、０００

【改修記号】

滑　車

第１カスミ幕　併設６

中　割　幕
手　動　昇　降・カウンターウエイト式

手動ロープ引開閉式

緞　　　帳 電　動　昇　降・トラクション式 φ２３０

第１カスミ幕

第１ボーダーライト

ボーダーに共吊

手　動　昇　降・カウンターウエイト式 φ２４０

第１サスペンションライト φ４２．７ｘ１３、０００ φ２４０

５ 第１美術バトン φ２４０

スクリーンカーテン

カットマスク

スクリーン

６

７

８

電　動　開　閉・ワイヤ巻取式

電　動　開　閉・ワイヤ巻取式

０．４ ２０

２．２ 　３

Ｌ＝１２、４００

６ ６ φ２３０

第１天井反射板（昇降）
９

第１天井反射板（変角）

電　動　昇　降・トラクション式

電　動　変　角・ワイヤ巻取式

２．２ 　３

０．４ 　６

φ２７０

φ２５．４ｘ１３、２００

６

６

６

φ４２．７ｘ１３、０００ ６

第２カスミ幕

第２ボーダーライト

ボーダーに共吊

手　動　昇　降・カウンターウエイト式 φ２４０

第２サスペンションライト

φ３１．８ｘ７、０００ｘ２

φ２４０

１０

１１

１２

第２カスミ幕　併設

φ４２．７ｘ１３、０００

Ｌ＝７、０００ｘ２ φ２４０

６

６

φ２５．４ｘ１３、２００

６φ４２．７ｘ１３、０００ ６

第３カスミ幕

アッパーホリゾントライト

アッパーホリゾントに共吊

φ２４０ 第３カスミ幕　併設

４ ６第２美術バトン φ２４０

１０ 　４第２天井反射板（昇降）

第２天井反射板（変角）

電　動　昇　降・トラクション式

電　動　変　角・ワイヤ巻取式

２．２ 　３

０．４ 　６

φ２７０
１７

手　動　昇　降・カウンターウエイト式 ４ ６第３美術バトン φ２４０

手　動　昇　降・カウンターウエイト式 ４ ６第４美術バトン φ２４０１９

２０ バ　ッ　ク　幕
手動ロープ引開閉式

手　動　昇　降・カウンターウエイト式 φ３１．８ｘ７、５００ｘ２ Ｌ＝７、５００ｘ２

φ４２．７ｘ１３、４００　φ３４ｘ１３、３００

６ ６ φ２４０

４ ６ φ２４０

第　１　袖　幕２２ ４ ２ｘ２固定吊・手動ロープ引開閉式 φ３１．８ｘ３、５００ｘ２ Ｌ＝３、５００ｘ２

第　２　袖　幕２３ 固定吊・手動ロープ引開閉式 Ｌ＝７、０００ｘ２ 第１美術バトン　共吊

２４
手動ロープ引開閉式

手　動　昇　降・カウンターウエイト式 φ３１．８ｘ３、７００ｘ２ Ｌ＝３、３００ｘ２ ４ φ２４０
第　３　袖　幕

２ｘ２

２５
手動ロープ引開閉式

手　動　昇　降・カウンターウエイト式 φ３１．８ｘ３、７００ｘ２ Ｌ＝３、３００ｘ２ ４ φ２４０
第　４　袖　幕

２ｘ２

固　定　式正面反射板

露出、壁掛形

手動組立・手動移動・折畳み式

操作盤（舞台）

３０

２６

２７

側面反射板

自　立　形制　御　盤２９

露出、壁掛形操作盤（映写室）２８

ホリゾント幕

仕　様 寸　　法名　　　　　　　称

舞台幕地略仕様

ＮＯ

１

１３

２

１５

２１

中　割　幕

緞　　　　　　帳

第１カスミ幕

スクリーンカーテン

カットマスク

スクリーン

６

７

８

第２カスミ幕１０

第３カスミ幕

２０ バ　ッ　ク　幕

第　１　袖　幕２２

第　２　袖　幕２３

設置数

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

１　式

４　式

１　面

１　面

１　面

１　式

数　量

１　張

１　枚 貫八　別珍

ヒ　ダ

ナシ

２倍

１３．０００ 　６．５００

Ｗ Ｈ

備　　考

１３．０００ 　２．０００

２　枚 サ　テ　ン ２倍 　６．５００ 　５．０００

２　枚 ２倍 　４．０００ 　４．８００貫八　別珍

１　枚 なし 　９．０００ 　４．０００サンライト

１　枚 貫八　別珍 ２倍 １３．０００ 　３．０００

２　枚 貫八　別珍 ２倍 　７．０００ 　６．５００

１　枚 貫八　別珍 ２倍 １３．０００ 　２．０００

２　枚 貫八　別珍 ２倍 　７．５００ 　６．５００

１　枚 １１号帆布 ナシ １３．２００ 　７．０００

２　枚 貫八　別珍 ２倍 　３．５００ 　７．０００

２　枚 貫八　別珍 ２倍 　３．０００ 　７．５００

第　３　袖　幕２４

第　４　袖　幕２５

２　枚 貫八　別珍 ２倍 　３．３００ 　６．５００

２　枚 貫八　別珍 ２倍 　３．３００ 　６．５００

駆動部・カーテン　撤去

マシン
親元滑車

分岐滑車

ワイヤ
ウエイト枠

付床滑車

開閉レール 吊り金具
ロープ

ストッパ
ロープ

マニラ

ロープ

バトン

パイプ

リミット

スイッチ

ファイナル

スイッチ
制御部品

× × － － － － － ××－

改　　修　　内　　容

（ｋＷ） （ｍ／ｍｉｎ） （ｍｍ）

２．２ １２

２．２ １２

２．２ １２
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電　動　昇　降・ワイヤ巻取式
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手　動　昇　降・カウンターウエイト式

改修前 改修後

引割幕に変更引　割　幕

引　割　幕 ２　枚 貫八　別珍 ２倍 　７．０００ 　７．５００２３

改　修　内　容
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年月日 整理番号 工事名 図面番号

株式会社 近代設計コンサルタント
照　　査 設　　計 担　　当 図面名 ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録第２７７９７８号
広島市中区国泰寺町１－８－３０ （ＳＨビル）

ＴＥＬ　０８２－２４３－５５５５（代表） 小　瀧　宏　治

三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）
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０６舞台機構設備　吊物リスト
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０
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５
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１
５
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［ホリゾント幕］

［正　面　板］

［バ　ッ　ク　幕］

［第４美術バトン］

［第３美術バトン］

［第２天井反射板］

［アッハ゜ーホリソ゛ントライト］
［第３カスミ幕］

［第４袖幕］［第４袖幕］

［第２美術バトン］

［中　割　幕］

［第２サスヘ゜ンションライト］

［第２ホ゛ータ゛ーライト］
［第２カスミ幕］

［第３袖幕］［第３袖幕］

［第１天井反射板］

［スクリーン］

［第１サスヘ゜ンションライト］

［第１ホ゛ータ゛ーライト］
［第１カスミ幕］

［第１美術バトン］

［第１袖幕］［第１袖幕］

［緞　　　帳］

元

ス

ペ

｜

ス

１
０

０
０

スクリーンカーテン開閉機

カットマスク開閉機

第１天井反射板変角機

第２天井反射板変角機

第２袖幕　幕地

引割幕　幕地

操作盤（舞台）

Ｓ

年月日 整理番号 工事名 図面番号

株式会社 近代設計コンサルタント
照　　査 設　　計 担　　当 図面名 ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録第２７７９７８号
広島市中区国泰寺町１－８－３０ （ＳＨビル）

ＴＥＬ　０８２－２４３－５５５５（代表） 小　瀧　宏　治

三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）
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吊物装置　平面図　　Ｓ＝１／５０

Ｘ７

Ｘ６

５
７

０
０

操作盤（映写室）

緞帳幕地

緞帳以外の幕地

更新

更新

撤去

更新

撤去

新規

更新

更新

※但し、筐体は流用

クリーニング

更新

舞台機構設備　平面図 ０７
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年月日 整理番号 工事名 図面番号

株式会社 近代設計コンサルタント
照　　査 設　　計 担　　当 図面名 ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録第２７７９７８号
広島市中区国泰寺町１－８－３０ （ＳＨビル）

ＴＥＬ　０８２－２４３－５５５５（代表） 小　瀧　宏　治

三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）
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７７５０

８０５０

８３００

４
０
０ ３
０
０４
０
０
５
０
０
４
５
０
５
０
０
６
０
０
５
０
０
４
０
０
４
５
０
５
０
０
４
０
０ ３
０
０４
０
０
６
０
０

７
５
０

３
０
０３
０
０ ２
５
０

１
２
０
０

ホリゾント幕

バ　ッ　ク　幕

第４美術バトン

第３美術バトン

第２天井反射板

アッハ゜ーホリソ゛ントライト

第２美術バトン

中　割　幕

第２サスヘ゜ンションライト

第２ホ゛ータ゛ーライト

第１天井反射板

スクリーン

第１サスヘ゜ンションライト

第１ホ゛ータ゛ーライト

第１美術バトン

緞　　　帳

第１袖幕

第３袖幕

第４袖幕

２
５
５
０

２
１
５
０

２
５
５
０

２
２
５
０

１５５０ ７５０ ２５００ ２５００ １２５０ １２５０ １６００ ９００ ２５００ ７５０ ６５０ ９００ １５７５ ６００ ５００ ６００ ５００ ８７５１０５０

４５０４００

３００３００３００３００３００３００３００３００３００

緞　　　帳

第１美術バトン

スクリーン

第１天井反射板

第３袖幕

第２ホ゛ータ゛ーライト

中　割　幕

第４袖幕

第３美術バトン

第４美術バトン

バ　ッ　ク　幕

ホリゾント幕

ワイヤー貫通穴

兼用通路

ワイヤー貫通穴部詳細図　　Ｓ＝１：５０

第２天井反射板

１
８
７
５

２
２
５ ２
２
５５
５
０
５
０
０

１
２
７
５

２
２
５

１
０
５
０

８
０
０

６
７
５
４
５
０ ２
２
５ ２
２
５２
２
５４
５
０

２４００

２６２５

２８５０

３４００

３９００

５１７５

５４００

６４５０

７２５０

７９２５

８３７５

８６００

８８２５

９０５０

５
２
５

第１ホ゛ータ゛ーライト １８７５

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｎｏ． 部　　　　　　　　材

Ｃ－７５×４５×１５×１．６　Ｐ＝１５０（スノコ材）

［－１５０×７５×９

［－１００×５０×５

既　設　部　材　表

Ａ Ａ Ａ ＡＡ ＡＡ ＡＡ ＡＡ ＡＡ ＡＡ ＡＡ Ａ

Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

不明

搬入口

（工事完了後、仕舞い）

不明（吊り材）

吊物装置　ブドウ棚機器配置図　　Ｓ＝１／５０

舞台機構制御盤

ワイヤロープ滑車ドラム巻取りマシン

【改修記号】

－

ドラム巻取りマシン

ドラム巻取りマシン

トラクションマシン

トラクションマシン

トラクションマシン

Ｓ

年月日 整理番号 工事名 図面番号

株式会社 近代設計コンサルタント
照　　査 設　　計 担　　当 図面名 ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録第２７７９７８号
広島市中区国泰寺町１－８－３０ （ＳＨビル）

ＴＥＬ　０８２－２４３－５５５５（代表） 小　瀧　宏　治

三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）

Ｘ１

Ｘ２

５
０
０
０

１
２
０
０

１
９
０
０

Ａ１－１／５０

Ａ３－１／１００

第２美術バトン

アッハ゜ーホリソ゛ントライト

第２サスヘ゜ンションライト

第１サスヘ゜ンションライト

Ｍ１

Ｍ３

Ｍ８

Ｍ５

Ｍ１０

Ｍ２

Ｍ７

Ｍ９

更新

更新更新新規

○ 同等品に更新

撤去×

△ 既設流用

該当なし

新規

新規

新規

更新

新規

更新

舞台機構設備　ブドウ棚機器配置図 ０９

更　新　項　目

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

△

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇△

△

△

△

△

△

△

△

△

〇△△

〇△△

△△

〇△△

△△

〇△△

△△

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

△

〇

〇

〇

〇

電　動　機　リ　ス　ト

記号 吊　　物　　名 設置場所 容　　量 減速機 モーター ブレーキ
ユニット
電源

ドラム
巻取り

ギヤ
ピニオン

シーブ
駆動

Ｖプーリ Ｖベルト
ホイール
チェーン ピロー形

ユニット
本体

リミット
スイッチ

ファイナル
スイッチ

備　　考

Ｍ　１

Ｍ　２

Ｍ　３

Ｍ　４

Ｍ　５

Ｍ　６

Ｍ　７

Ｍ　８

Ｍ　９

Ｍ　１０

Ｍ　１１

緞　　　　　　帳

第１サスペンションライト

ス　ク　リ　ー　ン

スクリーンカットマスク

第１天井反射板（昇降）

第１天井反射板（変角）

第２サスペンションライト

第２美術バトン

アッパーホリゾントライト

第２天井反射板（昇降）

第２天井反射板（変角）

ブドウ棚上

ブドウ棚上

ブドウ棚上

舞台上

ブドウ棚上

舞台上

ブドウ棚上

ブドウ棚上

舞台上

ブドウ棚上

ブドウ棚上

２．２　ｋＷ

２．２　ｋＷ

２．２　ｋＷ

０．２　ｋＷ

２．２　ｋＷ

０．４　ｋＷ

２．２　ｋＷ

１．５　ｋＷ

２．２　ｋＷ

２．２　ｋＷ

０．４　ｋＷ

－

－

－ －

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－ － －

－－

－

－ －

－－

－ －

－－

－

－ －

－ －

－

－ －

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－



Ｘ１’ Ｘ２’ Ｘ３ Ｙ１５

Ｙ１５

Ｘ１’ Ｘ２’ Ｘ３

Ｙ１５

Ｘ１’ Ｘ２’ Ｘ３

４５０

１
７

５３
０

０

１
５

０５
７

５

１
２

０
０

３００ １４２５ ２２２５ ７５０ １８００ １２７５ １７２５

１８００ ２０００ １２００ １３９０ ３１１０

５０００ ４５００

９５００

４８００ ４００ ４３００

５０００ ４５００

９５００

１
１

０
０

２
３

０
０

３
０

０
０

２
８

０
０

２
４

５
０

３
０

０
３

０
０

０

１
３

８
５

０
１
５

０

１
４

０
０

０

３００

１４２５ ２２２５ ７５０ １８００ １２７５

４
５

０
０

３
５

０
０

４
９

０
０

３
０

０
８

０
０

２２５

２２５

２２５

２２５

２２５

６７５ ８００ １０５０ ２２５

２２５

１０５０ ５００ ５５０２２５

２２５

３００

２２５

１８７５

３００５００

１５０

９００

１５０１５０

３
０

０
０

２
３

０
０

３
０

０
０

２
８

０
０

２
４

５
０

３
０

０
１

３
８

５
０

１
５

０

１
４

０
０

０
１２００

１１００

倉　庫

ファン室（５）

開口 開口

緞
　
　
帳

中
　
割
　
幕

第
１
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ラ
イ
ト

第
１
ボ
｜
ダ
｜
ラ
イ
ト

第
１
美
術
バ
ト
ン

ス
ク
リ
｜
ン

第
２
美
術
バ
ト
ン

ア
ッ
パ
｜
ホ
リ
ゾ
ン
ト
ラ
イ
ト

第
２
天
井
反
射
板

第
３
美
術
バ
ト
ン

第
４
美
術
バ
ト
ン

バ
　
ッ
　
ク
　
幕

ホ
リ
ゾ
ン
ト
幕

第
　
４
　
袖
　
幕

第
１
天
井
反
射
板

第
２
ボ
｜
ダ
｜
ラ
イ
ト

第
２
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
ラ
イ
ト

第
３
袖
幕

ステージＦＬ

２ＦＬ

Ｒ２ＳＬ

ＲＳＬ

大引上バ

ステージＦＬ

大引上バ

Ｙ１５

７５０４３７．５ ３７５ １４３７．５

６００ ７５７５

３０００

１０００ １１２５ １６２５

６
２

５
１

７
５

０

９
１

２
．

５ ４
０

０

２７５０

８５０

Ｒ３ＳＬ

ワイヤロープ

手引マニラロープ　φ２４

ロープストッパー付床滑車

手引マニラロープ　φ２４

ロープストッパー付床滑車

Ｓ

年月日 整理番号 工事名 図面番号

株式会社 近代設計コンサルタント
照　　査 設　　計 担　　当 図面名 ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録第２７７９７８号
広島市中区国泰寺町１－８－３０ （ＳＨビル）

ＴＥＬ　０８２－２４３－５５５５（代表） 小　瀧　宏　治

三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）

Ａ１－１／５０

Ａ３－１／１００

吊物装置　ガイドレール正面図　　Ｓ＝１／５０ 吊物装置　ガイドレール側面図　　Ｓ＝１／５０ ガイドレール側面詳細図　　Ｓ＝１／２０

ファン室（５）床部ウエイト通過穴詳細　　Ｓ＝１／５０

更新

更新

更新

更新

更新

舞台機構設備　綱元ガイドレール図 １０



Ｓ

年月日 整理番号 工事名 図面番号

株式会社 近代設計コンサルタント
照　　査 設　　計 担　　当 図面名 ＳＣＡＬＥ

一級建築士　登録第２７７９７８号
広島市中区国泰寺町１－８－３０ （ＳＨビル）

ＴＥＬ　０８２－２４３－５５５５（代表） 小　瀧　宏　治

三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）

Ａ１－１／５０

Ａ３－１／１００
舞台機構設備　制御盤・操作盤　姿図 １１

△

△

▽

▽

５

Ｓ

４

３

２

１７ １７

吊物制御盤姿図　Ｓ＝１／１０ 吊物舞台袖操作盤　Ｓ＝１／３

キー付平面ハンドル
キーＮｏ．２００

吊物映写室操作盤　Ｓ＝１／３

３０ ７４０

３０３０

７４０ ３０

２
０

０

キー付平面ハンドル

ＷＬ

ＮＰ　１

８００ ８００

ＮＰ　２

１
７

０
０１

５
０

０

３５０

ＮＰ 記入文字

舞台吊物制御盤１

舞台吊物制御盤２

受電ＷＬ

ＮＰ２

ＮＰ１

ＳＰＣ鋼板　ｔ２．３　以上本体

塗装 メラミン焼付塗装

マンセル２．５　Ｙ９／１（半艶）指定色

８－１５キリ
３０２５０３０

図面入れ

６００ １５０

インフォメーションパネル

舞台機構操作盤

キー付平面ハンドル

１

ＯＮＯＦＦ

１６

１２ １３ １４ １５

１６

ＳＳＳ

６ ７ ８ ９ １０ １１

１７１７

Ｓ ＳＳ

筐体は既設再利用

Ｏ ＮＯ Ｆ Ｆ

１

２

△

Ｓ

▽

ＳＳ

スクリーン

カーテン ３

舞台機構操作盤

３００

目隠しカバー

１２５

３
２

５

ＳＰＣ鋼板　ｔ２．３　以上本体

メラミン焼付塗装塗装

マンセル２．５　Ｙ９／１（半艶）指定色

記入文字

主幹

ＯＮ

ＦＵＬ

ＥＭＥＲＧＥＮＣＹ　ＳＴＯＰ

緞帳

第１サス

スクリーン

カットマスク

第２サス

第２バトン

ホリライト

第１天反

第１天反変角

第２天反

第２天反変角

セット　／　保守

メモリー１７

１６

１５

１４

１３

１２

１１

１０

８

９

７

６

５

４

３

２

１

ＮＰ

６
５

０

記入文字ＮＰ

１ 電源

緞帳

カットマスク３

２

ＳＰＣ鋼板　ｔ２．３　以上

メラミン焼付塗装

マンセル２．５　Ｙ９／１（半艶）

本体

塗装

指定色



工  事  名  称

［工 事 概 要］
　三原市円一町二丁目

　

《工事予算内訳》 設 計 金 額 ￥ （税込み）

　

  

消 費 税 額

　

設 計 金 額

区 分 金　　　　額 　　　　　　　　　摘　　　　要

工 事 価 格

　三原リージョンプラザ長寿命化改修工事（３期工事）（舞台機構設備工事）

〈 内    訳 〉

参　考　数　量　書

用 途 , 構 造 , 面 積

工 事 範 囲  舞台機構設備工事

別 途 発 注 工 事  建築主体工事・電気設備工事・空調換気設備工事・給排水衛生設備工事

工 期  契約締結日の翌日から　令和 ９年８月３０日までを工期とする．

一 般 事 項



工事費内訳

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
直接工事費

舞台機構設備工事
1

式
計

共通費

共通仮設費
1

式
現場管理費

1
式

一般管理費等
1

式
計

工事価格
1

式
消費税等相当額

1 消費税率 10 ％
式

工事費
1

式



工事種別内訳

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
舞台機構設備工事

1
式

計



舞台機構設備工事 種目別内訳

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
舞台機構設備工事

1
式

計



舞台機構設備工事 科目別内訳

舞台機構設備工事

名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
仮設

1
式

舞台吊物機構設備
1

式
舞台幕機構設備

1
式

発生材処理
1

式
計



舞台機構設備工事 中科目別内訳

舞台機構設備工事

科 目 名 称 中 科 目 名 称 数 量 単 位 金 額 備 考
仮設

1
式

計

舞台吊物機構設備 撤去
1

式
舞台吊物機構設備 改修

1
式

計

舞台幕機構設備 撤去
1

式
舞台幕機構設備 改修

1
式

計

発生材処理
1

式
計



舞台機構設備工事 細目別内訳

舞台機構設備工事 仮設

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
仮設養生費

1
式

計



舞台機構設備工事 細目別内訳

舞台機構設備工事 舞台吊物機構設備 撤去

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
撤去費

1
式

計



舞台機構設備工事 細目別内訳

舞台機構設備工事 舞台吊物機構設備 改修

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
緞帳 ﾏｼﾝ部品（ﾌﾞﾚｰｷ、電源ﾕﾆｯﾄ、ｷﾞｱｵｲﾙ

、Vﾍﾞﾙﾄ）
親元滑車、分岐滑車
ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ、ﾌｧｲﾅﾙｽｲｯﾁ 1

式
第1ｶｽﾐ幕 吊り金具

1
式

第1ﾎﾞｰﾀﾞｰﾗｲﾄ 親元滑車、分岐滑車
ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ、吊り金具
床車
ﾏﾆﾗﾛｰﾌﾟ

1
式

第1ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝﾗｲﾄ 電動昇降・ﾜｲﾔ巻取式2.2kw
親元滑車、分岐滑車
ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ、ﾌｧｲﾅﾙｽｲｯﾁ

1
式

第1美術ﾊﾞﾄﾝ 親元滑車、分岐滑車
ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
床車
ﾏﾆﾗﾛｰﾌﾟ

1
式

ｶｯﾄﾏｽｸ ﾏｼﾝ部品（ｷﾞｱｵｲﾙ、Vﾍﾞﾙﾄ）
開閉ﾚｰﾙ 1
ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ 式

ｽｸﾘｰﾝ ﾏｼﾝ部品（ﾌﾞﾚｰｷ、電源ﾕﾆｯﾄ、ｷﾞｱｵｲﾙ
、Vﾍﾞﾙﾄ）
親元滑車、分岐滑車
ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ、ﾌｧｲﾅﾙｽｲｯﾁ 1

式
第1天井反射板 ﾏｼﾝ部品（ﾌﾞﾚｰｷ、電源ﾕﾆｯﾄ、ｷﾞｱｵｲﾙ
（昇降） 、Vﾍﾞﾙﾄ）親元滑車、分岐滑車

ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ、ﾌｧｲﾅﾙｽｲｯﾁ

1
式

第1天井反射板 ﾏｼﾝ部品（ｷﾞｱｵｲﾙ、Vﾍﾞﾙﾄ）
（変角） ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具 1

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ、ﾌｧｲﾅﾙｽｲｯﾁ 式



舞台機構設備工事 細目別内訳

舞台機構設備工事 舞台吊物機構設備 改修

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
第2ｶｽﾐ幕 吊り金具

1
式

第2ﾎﾞｰﾀﾞｰﾗｲﾄ 親元滑車、分岐滑車
ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟ、吊り金具
床車
ﾏﾆﾗﾛｰﾌﾟ

1
式

第2ｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝﾗｲﾄ 電動昇降・ﾜｲﾔ巻取式2.2kw
親元滑車、分岐滑車
ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ、ﾌｧｲﾅﾙｽｲｯﾁ

1
式

中割幕 親元滑車、分岐滑車
ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
床車
ﾏﾆﾗﾛｰﾌﾟ
開閉ﾚｰﾙ 1

式
第2美術ﾊﾞﾄﾝ 電動昇降・ﾄﾗｸｼｮﾝ式1.5kw

親元滑車、分岐滑車
ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ、ﾌｧｲﾅﾙｽｲｯﾁ

1
式

第3ｶｽﾐ幕 吊り金具
1

式
ｱｯﾊﾟｰﾎﾘｿﾞﾝﾗｲﾄ 電動昇降・ﾜｲﾔ巻取式2.2kw

親元滑車、分岐滑車
ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ、ﾌｧｲﾅﾙｽｲｯﾁ

1
式

第2天井反射板 ﾏｼﾝ部品（ﾌﾞﾚｰｷ、電源ﾕﾆｯﾄ、ｷﾞｱｵｲﾙ
（昇降） 、Vﾍﾞﾙﾄ）

親元滑車、分岐滑車
ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ、ﾌｧｲﾅﾙｽｲｯﾁ 1

式
第2天井反射板 ﾏｼﾝ部品（ｷﾞｱｵｲﾙ、Vﾍﾞﾙﾄ）
（変角） ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具 1

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ、ﾌｧｲﾅﾙｽｲｯﾁ 式



舞台機構設備工事 細目別内訳

舞台機構設備工事 舞台吊物機構設備 改修

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
第3美術ﾊﾞﾄﾝ 親元滑車、分岐滑車

ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
床車
ﾏﾆﾗﾛｰﾌﾟ

1
式

第4美術ﾊﾞﾄﾝ 親元滑車、分岐滑車
ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
床車
ﾏﾆﾗﾛｰﾌﾟ

1
式

ﾊﾞｯｸ幕 親元滑車、分岐滑車
ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
床車
ﾏﾆﾗﾛｰﾌﾟ
開閉ﾚｰﾙ 1

式
ﾎﾘｿﾞﾝﾄ幕 親元滑車、分岐滑車

ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
床車
ﾏﾆﾗﾛｰﾌﾟ

1
式

第1袖幕 ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
開閉ﾚｰﾙ 1

式
引割幕 ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具

開閉ﾚｰﾙ 1
式

第3袖幕 親元滑車、分岐滑車
ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
床車
ﾏﾆﾗﾛｰﾌﾟ
開閉ﾚｰﾙ 1

式
第4袖幕 親元滑車、分岐滑車

ﾜｲﾔﾛｰﾌﾟ、吊り金具
床車
ﾏﾆﾗﾛｰﾌﾟ
開閉ﾚｰﾙ 1

式
操作盤（舞台）

1
式



舞台機構設備工事 細目別内訳

舞台機構設備工事 舞台吊物機構設備 改修

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
操作盤（映写室） 既設筺体流用

1
式

制御盤
1

面
雑材

1
式

据付費
1

式
試運転調整費

1
式

運搬費 材料・資材運搬費
1

式
計



舞台機構設備工事 細目別内訳

舞台機構設備工事 舞台幕機構設備 撤去

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
撤去費

1
式

計



舞台機構設備工事 細目別内訳

舞台機構設備工事 舞台幕機構設備 改修

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
緞帳 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、再防炎加工

ﾁﾁ紐、裏地、ﾊﾟｲﾌﾟ袋取替 1
式

第1ｶｽﾐ幕 貫八別珍、2倍ﾋﾀﾞ
W13,000×H2,000 1

枚
ｶｯﾄﾏｽｸ 貫八別珍、2倍ﾋﾀﾞ

W4,000×H4,800 2
枚

ｽｸﾘｰﾝ ｻﾝﾗｲﾄ、ﾋﾀﾞなし
W9,000×H4,000 1

枚
第2ｶｽﾐ幕 貫八別珍、2倍ﾋﾀﾞ

W13,000×H3,000 1
枚

中割幕 貫八別珍、2倍ﾋﾀﾞ
W7,000×H6,500 2

枚
第3ｶｽﾐ幕 貫八別珍、2倍ﾋﾀﾞ

W13,000×H2,000 1
枚

ﾊﾞｯｸ幕 貫八別珍、2倍ﾋﾀﾞ
W7,500×H6,500 2

枚
ﾎﾘｿﾞﾝﾄ幕 11号帆布、ﾋﾀﾞなし

W13,200×H7,000 1
枚

第1袖幕 貫八別珍、2倍ﾋﾀﾞ
W3,500×H7,000 2

枚
引割幕 貫八別珍、2倍ﾋﾀﾞ

W7,000×H7,500 2
枚

第3袖幕 貫八別珍、2倍ﾋﾀﾞ
W3,300×H6,500 2

枚
第4袖幕 貫八別珍、2倍ﾋﾀﾞ

W3,300×H6,500 2
枚

据付費
1

式
運搬費 材料・資材運搬費

1
式



舞台機構設備工事 細目別内訳

舞台機構設備工事 舞台幕機構設備 改修

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
計



舞台機構設備工事 細目別内訳

舞台機構設備工事 発生材処理

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
廃材処分費

1
式

計



現場管理費(積上) 明細

名 称 摘 要 数 量 単 位 単 価 金 額 備 考
広島県工事中情報
共有システム利用 1
料 式

計


